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　高萩市行財政健全化計画の一環で市長10％、副市長６％、
教育長４％、管理職手当を10％減額して支給しています。人事行政の運営状況

市職員の給料等の状況
■問合せ　総務課　☎２３－２１１９

【人件費】（令和３年度普通会計決算）
歳出額(A） 人件費（B) 人件費率（B/A）

141億3,146万6千円 25億2,162万4千円 17.84%

【職員の給与】（令和４年度一般会計当初予算）
職員数
（A)

給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当

309
11億2,676万2千円 2億1,885万4千円 4億3,679万1千円

計（B)　17億8,240万7千円

一人当たりの給与費（B/A) 576万8千円

　※職員数・給与費は再任用短時間職員分を含む。

【特別職の報酬等】（R4.4/1現在）
区分 条例額 ※支給額 令和4年度

期末手当支給額

給
料

市　長 845,000円 760,500円

 ６月期 1.55月
12月期 1.55月

合 計 　3.10月

副市長 695,000円 653,300円
教育長 635,000円 609,600円

報
酬

議　長 455,000円 455,000円
副議長 395,000円 395,000円
議　員 375,000円 375,000円

 　※市長・副市長・教育長は減額後の額

【初任給、平均年齢、平均月額給料】（R4.4/1現在）
職種 初任給 平均年齢 平均給料

行政職
大卒 182,200円

41歳8月 317,000円
高卒 150,600円

消防職
大卒 199,000円

39歳0月 319,000円
高卒 169,900円

技能労務職 高卒 147,900円 48歳3月 285,900円

　高萩はかつて、石炭の採炭効率日本一を誇る町として栄えた歴史があり
ます。高萩炭

たんこう

礦の創業者 菊
きく

池
ち

寛
かんじつ

実は、地域社会の発展のため物心両面に尽
力。その功績と歴史を「高萩炭礦資料館」で学ぶことができます。
　現在、特別企画展「日本国有鉄道と炭礦」を開催中。昔の時刻表や駅名プ
レート、切符など貴重な品々を見ることができます。来年３月には、高萩炭
礦閉山から50周年を記念した展示を予定。「多くの方に高萩の炭礦の歴史
を知ってほしい。後世に伝えていきたい」と菊地所長。平日の開館はお問い
合わせください。

郷土の財産として伝えたい郷土の財産として伝えたい

お 仕 事
　 魅力紹介

菊池寛実記念 高萩炭礦資料館
株式会社 丸玉
事務所長：菊

きく

地
ち

　啓
ひろ

正
まさ

住所：高萩624
TEL：２２－２１５０
開館：土日祝日

44

この有料広告の収入で、まちづくり団体に助成しています。

有料広告

「誰か」のこと  じゃない。
人権週間　12月４日 ～ 10日

10/25
（火）

11/１
（火）

車いすバスケット
日本代表選手から学ぶ

命の授業
～ドリー夢メーカーと今を生きる～

　東京パラリンピックの車いすバスケットボール女
子で日本代表のキャプテンを務めた財

ざい
満
ま
いずみ選手

が松岡小学校を訪れ、特別授業を行いました。
　財満選手は子どもたちに「障害者になってよかっ
たことばかりではない。困っている人がいたら助け
合いましょう」と話しました。
　子どもたちは車いすの動かし方を学んだ後、車い
すバスケットの試合に挑戦しました。

　スキー事故で首の骨を折り全身麻痺へ。奇跡の復
活を遂げた元体育教師 腰

こし
塚
づか
隼
はや
人
と
氏が秋山中学校を

訪れ、命の授業を行いました。
　「辛いときの一歩は相談すること」「自分の人生の
主人公は自分。自分の気持ちを大切に。小さな夢を
いっぱい叶えて感動を味わってほしい」と命が喜ぶ
生き方を会場の人たちへ力強く話しました。

　人が違いを持っているのは当たり前のことですが、多様な「個性」に対する勝手な思い込みや固定観念から、
差別や偏見が生まれます。まずはあなたの周りにいる人を大切にすることから始めてみませんか。
　市は県の指定を受けて、人権尊重の精神を育むため、人権教育の推進に取り組んでいます。

みんなの人権110番（法務局）  ☎０５７０－０
ゼロ

０
ゼ ロ

３
みんなの

－１
ひゃくとおばん

１０
特設人権相談
　いじめ・嫌がらせ・差別などの相談に、
人権擁護委員が応じます。

▶日時　12/ ７(水)　13：30 ～ 15：00
▶場所　市役所２階 会議室
▶問合せ　市民課　☎２３－２１１６

障害者人権相談　
　人権侵害などの相談に、弁護士が電話で応じます。

▶日時　12/ ９(金)　10：00 ～ 12：00
▶対象　障害のある人・その家族
▶相談先　☎０２９－２３１－６６３０　☎０２９－２３１－６６３１
▶問合せ　県弁護士会　☎０２９－２２１－３５０１


